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国際関係学部国際関係学科のディプロマ・ポリシー 
 

 

国際関係学部国際関係学科は、環日本海に位置する本学の地理的条件を活かして、

多文化共生や地球規模の諸課題に対する深い洞察力を育成し、もって世界に開かれた

地域社会の実現と国際社会の平和的発展に寄与することを理念とします。この理念の

下、多様な世界観が併存する北東アジアをはじめとする国際社会に平和と安定をもた

らすために尽力する人材の育成を教育目標とします。 

島根県立大学のデイプロマ•ポリシーの下、国際関係学部国際関係学科では、この

理念と教育目標に定める人材を育成するために、定められた年限在学して所定の単位

を修得し、国際関係学部国際関係学科において定める専門分野に関する以下の能力を

有すると認められた学生に学上(国際関係学)の学位を授与します。 

 

１．知識・理解 

（１）社会科学•人文学の諸科学における国際関係あるいは多文化コミュニケーショ 

ンに関わる専門的知見を体系的に理解することができる。 

（２）グローバル化に伴い、複雑に展開する国内外の問題を、社会科学•人文学の学 

術的観点から的確に理解することができる。 

 

２．思考・判断 

（１）多文化共生や地球規模の諸課題の解決策を構想できる。 

（２）グローバル化した国内外の多文化社会における複雑化した問題について、政 

治経済・社会動向・歴史・文化に関わる知識を手がかりにして分析的に探求 

できる。 

 

３．態度・実践 

異質な意見を持つ多彩な他者とも対話•協働し、異文化への共感力を養い、能動的

に合意形成を試みる姿勢を身につけている。 

 

４．技能・技術 

（１）多文化共生や地球規模の諸課題について、適切な学術的方法や専門的視角に基 

づいて調査、分析、研究を行い、その成果について、他者にわかりやすく論理 

的に説明することができる。 

（２）英語や北東アジア言語(中国語・韓国語・ロシア語)をコミュニケーション•ツー 

ルにして情報発信する外国語活用能力を身につけている
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国際コミュニケーションコースのディプロマ・ポリシー 

 

国際コミュニケーションコースは、英語と外国語を用いて多文化共生社会構築に貢献すること

ができる人材として、次の能力を有すると認められた者に学士（国際関係学）の学位を授与しま

す。 

 

１．知識・理解 

（１）英語および北東アジア言語（中国語・韓国語・ロシア語）の構造を理解し、それらの言語 

が使用されている国や文化に対する深い理解がある。 

（２）国際的なコミュニケーションに関する諸問題について、言語学およびコミュニケーション 

学の観点から的確に把握することができる。 

 

２．思考・判断 

国際的なコミュニケーションに関する諸問題について、複眼的な視点から問題を分析し、知識

を体系的に整理して、解決策を構想することができる。 

 

３．態度・実践 

異質な意見を持つ多彩な他者と共通理解を形成することを望み、目標を達成するために積極的

にコミュニケーションを深めることができる。 

 

４．技能・技術 

（１）国際的なコミュニケーションに関する諸問題について、適切な学術的方法や専門的視角に 

基づいて調査、分析、研究を行い、その成果について、他者にわかりやすく論理的に説明 

することができる。 

（２）英語の４技能を流暢に駆使し、英語でのコミュニケーションを十分に取ることができるほ 

か、北東アジア言語を用いてコミュニケーションを取る素養と多角的な視野を身につけて 

いる。 

 

 


